
日本包装専士会関西委員会ミニセミナー記録

2023.10.2.作成

開催日時 13：00ー15：30

講　　師 ー

出席者（敬称略・順不同）

【ICPPJ】　平田達也、今田克己、清水太一、
　　　　　　 山本高之、堤正一、岡美奈、
　　　　　　　（以上関西理事）
　　　　　 　羽馬友子、松岡弘、國重衛、中田裕士
【JPCA】　高田利夫、山田一夫、小林光
【その他】遠藤明子、吉野加代子

内　　容

【太陽ファルマテック(株)について】

(写真等)

＜製品と包装形態＞

●固形製剤：PTP包装＆大容量包装

　・10錠シート、ウィークリーシート、ピロー包装、ガラス瓶、ラベル貼付、個装箱等。

●注射製剤:生物由来製品含む 

　・バイアル、シリンジ、アンプルのラベル貼付、ピロー包装、シュリンク包装等。

●再生医療:

　・2020年10月サイフューズ社と細胞製品の製造に関する包括的パートナーシップ契約。

　・2021年9月細胞製品製造施設を竣工。再生医療用細胞製品の受託製造を展開。

【福利厚生施設　T-LINKS】～地域と企業をつなぐ新しい関係

　　2022年11月に敷地内に開設されたT-LINKSは、従業員の福利厚生施設で、社員用の食堂、マ
シンジム、浴室、会議室を備えた体育館である。しかし、災害発生時には高槻市内にとどまる帰
宅困難者及び近隣住民の一時避難所になるとのこと。 昨年11月に高槻市と「災害時における帰
宅困難者の受け入れ等に関する協定書」を締結し、帰宅 困難者を最大100名（3日間）受け入れ
る事ができる。また、近隣自治会とも「災害時における近隣住民 の受入れ等に関する協定書」を
締結し、近隣住民をさらに最大100名（3日間）受け入れることも可能になった。社会の一員と して
行政機関等と連携し、地域の災害対策に積極的に役割を果たす姿勢が新しい企業ならではであ
る。

講義の
状況

日本包装専士会関西委員会では関西エリア在住の会員向けに独自の活動を企画し、情報の共
有化とコミュニケーションを図るため、隔月で関西理事会と関西ミニセミナー（見学会）を開催して
います。９月度は工場見学会ということで大阪府高槻市の太陽ファルマテック株式会社を見学し
ました。今回は包装関係団体との連携も兼ねて日本包装コンサルタント協会関西支部の皆さんに
も案内し、参加していただきました。

2023年9月22日

テーマ名
（見学会）

太陽ファルマテック社見学
（大阪高槻市）
【対応者】　森岡麻由子（包装専士）、
　　　　　　　本多　亮　　（営業部次長）
　　　　　　　田中工場長（挨拶のみ）
　　　　　　　他　５名の方々が案内

　　2019年10月に操業を開始した太陽ファルマテック(株)は、第一三共株式会社より譲渡された高
槻工場にて、固形製剤、注射剤を主製品とする医薬品の受託生産をおこなう会社である。固形製
剤と注射製剤を主要製品とし、厳格なGMP（医薬品の製造管理及び品質管理の基準）管理のもと
高品質な製品の安定供給を実現し、医薬品製造販売業者から受託した医療用医薬品製造を行
なっている。今年、遺伝子治療用製品の受託製造に対応できる施設も竣工している。


